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マターの概念から着想を得た空間である dark space, bright spaceを定義し、それを使って空間の力学的な分
解定理を得ている。また、逆極限空間は幾何学的トポロジー、およびカオス的な力学系理論に登場する基本
的で重要な概念であるが、本論文では一般化された逆極限空間の研究を行い、dimensionally stepwise space








上の同相写像で周期点集合の次元がゼロ次元以下であれば、ゼロ次元 G-デルタ集合である bright space と 






る幾つかの index を定義し、その index が有限であれば逆極限空間は有限次元であり、更に dimensionally 
stepwise spaceになることを証明している。有限次元空間 X が dimensionally stepwise space とは、任意の１か
ら dim Xまでの自然数 ｋ に対し、次元が k となる開部分空間を含むことである。特に、逆極限空間が多面体
であれば、必然的に dimensionally stepwise な多面体となることを証明している。ANRおよび AR性は幾何学

















 平成 ２９ 年 ２ 月 １３ 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席の
もと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
 〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
 
 
